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十
月
中二

日
十
日

十
一
日

十
五
日

十
七
日

二
十
七
日

十

一
月
中

一
日

二
日

三
日
十
日

十
五
日

二
十
日

二
十
三
日

十
二
月
中

一
日

二
日

十
日

三
十
一
日

（十
月
～
十
二
月
）

月
次
祭
（午
前
十
時
）

交
通
安
全
月
次
祭
（午
前
九
時
）

秋
季
神
廟
祭
（午
前
十

一
時
）

日
神
祭
（午
前
九
時
）

末
社
湯
神
社
秋
季
大
祭
（午
前
十
一
時
）

神
嘗
奉
祝
祭
（午
前
十
時
）

御
浜
行

末
社
祓
戸
神
社
祭
（午
前
五
時
）

鎮
魂
祭
（大
御
膳
献
進
Ｘ
午
前
六
時
）

新
潟
県
森
林
祭
（午
前
十
時
）

月
次
祭
（午
前
十
時
）

明
治
祭
（午
前
十
時
）

交
通
安
全
月
次
祭
（午
前
九
時
）

七
五
三
祭
（十
月
・十

一
月
中
随
時
）

菊
花
献
花
祭
（午
前
十
時
）

新
嘗
祭
並
に

初
穂
講
秋
季
大
祭
（午
前
十

一
時
）

崇
敬
会
大
祭
（午
前
十
時
）

月
次
祭
（午
前
十
時
）

交
通
安
全
月
次
祭
（午
前
九
時
）

末
社
祓
戸
榊
社
祭
（午
前
十

一
時
）

大
祓
式
（午
後
三
時
）

道
饗
祭
・鎮
火
祭
（午
後
三
時
半
）

除
夜
祭
（午
後
十
時
）



「弥
彦
の
菊
ま
つ
り
」
と
し
て
県
内
外

よ
り
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
第
六
十
四

回
奉
納
菊
花
大
展
覧
会
が
、来
る
十

一

月

一
日
よ
り
二
十
四
日
ま
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
る
。

規
模
や
栽
培
技
術
、出
品
さ
れ
る
種

類
の
多
さ
な
ど
か
ら
「日
本

一
」
と
称
さ

れ
て
い
る
こ
の
菊
花
展
に
は
、
大
菊
・中

菊
。小
菊
・各
部
門
に
わ
た
り
約
三
千
鉢

の
出
展
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

】一

出
展
花
は
十
月
三
十
日
朝
か
ら
厳
正

に
審
査
さ
れ
、
最
高
賞
で
あ
る
寛
仁
親

王
賞
を
始
め
、農
林
水
産
・厚
生
労
働
両

大
臣
賞
の
他
百
余
点
の
特
別
賞
が
選
定

さ
れ
る
。
十

一
月
二
十
日
に
は
、献
花
祭

に
あ
わ
せ
大
前
で
授
賞
式
が
執
り
行
わ

れ
る
。
こ
の
名
実
と
も
に
日
本

一
の
「弥
彦
菊

ま
つ
り
」
に
は
、会
期
中
県
内
を
は
じ
め

全
国
か
ら
多
く
の
参
拝
観
菊
者
が
見
込

ま
れ
る
。

約
三
万
本
の
菊
を
挿
し
て
造
園
さ
れ

る
大
風
景
花
壇
は
「弥
彦
菊
ま
つ
り
」
の

目
玉
の
ひ
と
つ
と
し
て
例
年
好
評
を
博
し

て
い
る
が
、本
年
は
「会
津
磐
梯
山
」
と
題

し
て
、新
潟
県
民
に
も
な
じ
み
深
い
会
津

の
名
峰
を
、多
彩
な
菊
花
に
て
精
妙
に
表

現
す
る
。
十
月
十
八
日
に
造
園
さ
れ
る
花

壇
は
日
毎
に
咲
き
揃
い
、芳
し
い
香
と
と

も
に
彩
り
を
増
し
て
行
く
。

第
六
十
四
回

弥
彦
菊
ま
つ
り
開
催

奉
納
菊
花
展
覧
会

「七
五
三
ま
い
り
」
は
、
数
え
年

（
生
ま
れ
た
年
を

一
戚
と
数

え

る
）
で
、
女
児
七
続

・
男
児
五
歳
、

男
女
児
三
歳
に
当
る
年
に
、
健
や

か
な
成
長
を
祝
い
、
更
な
る
御
加

護
を
願
っ
て
神
社
に
お
参
り
す
る

古
く
か
ら
の
慣
わ
し
で
す
。

当
神
社

で
は
十

一
月
十
五
日

を
中
心
に
十

一
月
末
ま
で
、
特
に

「七
五
三
ま
つ
り
」
と
し
て
、
七
五

三
参
り
の
御
祈
祷
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
御
祈
祷

で
は
、
お

祝
い
と
し
て
御
守
と
千
歳
飴

。絵

馬
の
他
、
記
念
と
し
て
本
年
よ
り

ク
ー
ピ
ー
ペ
ン
シ
ル
セ
ツ
ト
な
ど

の
文
冥
類
を
授
与
致
し
ま
す
。

尚
、
菊
ま
つ
り
開
催
中
の
十

一
月
中
は
、

土
日
祝
日
の
お
国
前
後
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
。
潮肘
雑
す
る
時
間
帯
を
避
け
、
時
期
を

ず
ら
す
な
ど
、
介
散
し
て
ご
参
拝
く
だ
さ
い

（七
五
三
詣
で
は
通
年
執
り
行
い
ま
す
）
。
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秋
の
鎮
魂
祭

緑
豊
か
な
美
し
い
国
土
の
保
全

と
県
内
林
業
の
振
興
発
展
を
祈
念

す
る
新
潟
県
森
林
祭
が
、
十

一
月

一
日
午
前
十
時
よ
り
県
内
林
業
関

係
者
参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
る
。

こ
の
祭
典
は
昭
和
三
十
二
年
に

新
潟
県
、
爾
彦
神
社
、
前
橋
営
林

局
（当
時
）
、
県
内
林
業
関
係
団
然

等
の
主
催
に
て
創
始
さ
れ
、本
年
で

六
十
八
回
を
数
え
る
。

十

一
月

一
日

来
る
十

一
月

一
日
払
暁
、秋
の
鎮

魂
祭
が
斎
行
さ
れ
る
。
＞」
の
祭
典
は

当
神
社
古
伝
の
特
殊
神
事
で
あ
り
、

春
秋
三
度
斎
行
さ
れ
る
。

神
事
は
十
月
二
十
七
日
、宮
司
以

下
神
職
が
野
積
浜
に
お
い
て
修
す

る
楔
（み
そ
ぎ
）
に
始
ま
る
。
楔
で
は

海
中
の
海
藻
を
採
り
、
こ
れ
を
十

一

月
六
日
ま
で
潔
斎
の
湯
に
浮
か
べ
、

全
神
職
が
こ
の
湯
を
浴
び
て
身
心

を
浄
め
続
け
る
。

十

一
月

一
日
未
明
、
末
社
祓
戸

神
社
へ
参
向
し
て
祓
を
修
め
る
。
次

い
で
御
本
社
Ｌ
民
り
、境
内
の
飯
殿

に
て
神
職
二
名
が
三
日
三
夜
忌
み

籠
り
調
製
し
た
特
殊
神
僕
の
大
御

膳
を
大
前
に
献
進
し
、灯
火
を
滅
し
た
中
、全
神
職
が
輪
玉
串
を
執

っ
て
拝
礼
し
、魂
の
鎮
安
を
祈
念
す
る
。

新
潟
県
森
林
祭
大
祭

新
嘗
祭
斎
行

併
せ
初
穂
講
秋
李
大
祭

十

一
月

一
日

秋
季
神
廟
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
日

弥
彦
山
頂
の
御
神
廟
に
お
い
て
十
月
十
日
午
前
十
一時
よ
り
秋
季
神
廟
祭

が
斎
行
さ
れ
る
。

御
神
廟
に
は
御
祭
神
の
天
香

山
命

（ア
メ
ノ
カ
ゴ
ヤ
マ
ノ
ミ
コ

ト
）と
妃
神
の
熟
穂
屋
姫
命
（ウ

マ
シ
ホ
ヤ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
ビ
一柱

を
奉
祀
し
て
い
る
。

神
廟
祭
は
毎
年
五
月
・十
月

の
春
秋
三
度
斎
行
さ
れ
、
ど
ボ
敬

者
を
は
じ
め
山
頂
施
設
関
係

者
、
山
岳
会
関
係
者
参
列
の
も

と
、
国
家
の
平
安
と
五
穀
豊
穣
、

登
拝
者
の
安
全
が
祈
念
さ
れ
る
。

涼
風
爽
や
か
な
季
節
で
あ

り
、
蒲
原
平
野
か
ら
佐
渡
ヶ
島

へ
と
三
百
六
十
度
に
わ
た
り
展

望
で
き
る
山
頂
へ
と
登
拝
者
が

続
く
。

十

一
月

二
十

三

日

十

一
月
二
十
三
日
の
「勤
労
感
謝
の

日
」
に
は
「新
嘗
祭
」
が
斎
行
さ
れ
る
。

こ
の
祭
儀
は
、
本
年
の
新
穀
を

神
々
に
御
供
え
し
て
収
穫
を
感
謝

し
、
国
家
・国
民
の
平
安
と
繁
栄
を

祈
念
す
る
も
の
。
起
源
は
神
代
に
遡

り
、宮
中
。伊
勢
の
神
宮
を
は
じ
め
、

全
国
の
和
社
に
て
斎
行
さ
れ
る
。
当

神
社
で
は
二
十
三
日
午
前
十

一
時

よ
り
爾
彦
神
社
初
穂
講
秋
季
大
祭

を
併
せ
斎
行
さ
れ
、
初
穂
講
世
話

人
を
は
じ
め
来
賓
等
多
数
が
参
列

す
る
。
こ
の
祭
儀
を
前
に
、
約

一
万
名
の

初
穂
講
員
が
丹
精
を
込
め
て
栽
培

し
、
真
心
の
こ
も
っ
た
初
穂
米
が
献

納
さ
れ
る
。
＞」
の
初
穂
米
は
、
稲
作

の
更
な
る
振
興
と
奨
励
の
た
め
新

潟
県
農
産
物
検
査
協
会
に
よ
り
厳

正
に
審
査
さ
れ
、
特
等
以
下
の
各
賞

が
選
定
さ
れ
る
。
　
入
賞
し
た
優
良

米
は
、境
内
み
ず
ほ
館
に
て
展
陳
さ

れ
、多
く
の
参
拝
者
の
観
覧
に
供
さ

れ
る
。

総
合
建
設
業

一
級
建
築
士
事
務
所

設
計

・
施
工

い

河

村

　

組

弥

彦

大

杉

通

り

電
話
⑭
二
〇
六
九
番

七
紳

むい

に

し

え

知

の
共

味

な

宿

弥

彦

駅

前

電
話
∽
上

一〇
〇
九
番

白
郡
夢
櫻
家

弥
彦
温
泉

塾

賄

必

涯

爾

彦

神

社

前

電
話

ｏ
乗
∽
二
〇

一
五
番

政
府
登
録
旅
館

（二
三
七
二
号
）

日
観
連
会
員

（邸
え
伐
ぢ
く

新
潟
県
西
蒲
原
郡
弥
彦
温
泉

電
話
Φ

五
さ
∽
二
〇
二
六
番

弥
彦
外
苑
坂
通
り

電
話

６
千
ё

九
四
十
二
〇
二
〇

悧条
才

む
差

わ
っ
ぱ
飯
膳

松
花
堂
弁
当

爾
彦
神
社
氏
子
青
年
会

会
員
募
集

事
務
局
　
爾
彦
神
社
内

（〇
二
五
六

‐
九
四
‐
二
〇
〇

一
）
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伝
統
の
燈
籠
神
事
斎
行

▽
神
輿
講

燈
籠
神
事
神
興
奉
戴
の
会

野
積
神
輿
講

▽
献
燈
講

迎
燈
籠
　
上
泉
講

押
燈
籠
　
袋
津
砂
岡
講

弥
彦
燈
籠
祭
協
賛
会
講

爾
彦
神
社
氏
子
青
年
講

矢
作
講
　
土寸
泊

一
乗
講

吉
江
講
　
桜
井
郷
講

弥
彦
ひ
か
り
講

池
の
山
講

当
神
社
の
数
あ
る
祭
儀
の
中

で
も
最
大
規
模
で
あ
る
夏
の
夜

ま
つ
り
「燈
籠
神
事
」
が
、
七
月
二

十
五
日
を
中
心
に
前
後
十
五
日

間
に
わ
た
り
斎
行
さ
れ
た
。

こ
の
神
事
は
、
盛
夏
を
前
に
疫

病
退
散
と
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
執

り
行
わ
る
当
神
社
古
伝
の
特
殊

神
事
で
あ
り
、
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

本
年
は
新
型
感
染
症
の
流
行

が
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
こ
と

か
ら
通
常
通
り
の
次
第
で
神
輿

渡
御
。大
燈
籠
巡
行
を
奉
仕
し
た
。

民
謡
流
し
や
大
花
火
大
会
等
の

各
種
神
賑
行
事
も
開
催
さ
れ
た
。

午
後
九
時
に
大
燈
籠
を
従
え

た
神
輿
の
渡
御
が
始
ま
つ
た
。
神

興
は
典
雅
な
道
楽
と
と
も
に
歓

喜
に
あ
ふ
れ
る
大
燈
籠
の
担
ぎ

手
た
ち
の
勇
壮
な
掛
け
声
、華
や

か
な
お
囃
子
が
鳴
り
響
く
中
、

賑
々
し
く
渡
御
さ
れ
た
。
午
後
十

一時
過
ぎ
、
神
輿
は
拝
殿
に
還
御

し
、大
燈
籠
が
周
囲
を
囲
む
仮
舞

殿
に
て
「神
歌
楽
■
「天
犬
舞
」
が

奉
奏
さ
れ
た
。

▽
鐘
圭
里
神
歌
楽
　
笹
崎

晃
太
朗

天
犬
舞
　
吉
川

周
助

荒
谷
流
部
御
霊
武
道

一
門

演
武
奉
納

八
月
十
日
、
荒
谷
流
部
御
霊
（あ
ら
や
り
？
つ
　
ふ
つ
の
み
た
ま
）
武

道

一
門
の
門
人
三
名
に
よ
り
演
武
が
奉
納
さ
れ
た
。
同
流

一
門
は
鹿
島

大
神
（武
奏
槌
命
）
の
剣
術
を
源
流
と
し
て
、国
内
は
も
と
よ
り
広
く
海

外
に
も
門
人
を
擁
し
て
お
り
、世
界
各
地
で
紛
争
が
続
く
昨
今
に
鑑
み
、

世
界
平
和
を
祈
念
し
て
演
武
が
奉
納
さ
れ
た
。

演
武
は
真
剣
を
用
い
た
抜
刀
術
や
人
方
斬
り
を
始
め
、槍
術
・体
術
な

ど
多
岐
に
わ
た
つ
て
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
の
鋭
い
気
迫
は
見
る
者

を
圧
倒
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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お役に立ちます

―夢づくリー

新潟縣信用組合
TEL 94-2222い

全
▼ けたした

日本海 。佐渡と

越後平野が一望できる一――

弥彦山頂ヘ

弥 彦 山 ロ ーア ウ ェイ
新潟県西市原部弥彦村大宇弥彦 2898番地

TEL(0256)94-4141
FAX(0256)94-4725

禦
施

手
釣

津

患

電
話
９３
二
一
四
四

電
話
①
四
八

一
三

電
話
∽

一
八
二
三

T
速
乃
劣
葉

燕
市
吉
田
上
町

神
社
駐
車
場
前

弥
彦
神
社
通

筵
後
常
つ
き

毬
言
》

う
ヽ、ヽ

県
産

こ
が
ね
も
ち
使
用

【
く
も
が
く
れ

】



相
撲
節
会
に
併
せ

県
下
高
校
相
撲
大
会

当
神
社
古
伝
の
「相
撲
節
会
」
が
人
月
二
十

七
日
に
斎
行
さ
れ
、本
社
及
び
末
社
上
諏
訪
神

社
・下
諏
訪
神

社

両

社

に
て

祭
典
の
後
、
境

内

相
撲

場
で

手
数

入
り
が

行
わ
れ
た
。
併

せ
て
第

六
十

八
回
新
潟
県

高
等
学
校
相

撲
大
会
が
開

催
さ
れ
、
県
下

三
校

よ
り

入

名

が
参
加

し

た
。
対
戦
成
績

は
次
の
通
り
。

団
体
戦

優
　
勝

海
洋
高
校
Ｂ

（多
田

福
之
助

・
山
本

大
吾

長
井

良
聖
）

海
洋
高
校
Ａ

（湯
浅

空
人

・
内
山

龍
之
介

武
藤

隼
）

個
人
戦

優
　
勝

第
二
位

第
三
位

奉
納
弓
道
大
会

九
月
八
日
、
当
神
社
弓
道
場
に
お
い
て
第
五
十
七

回
爾
彦
神
社
奉
納
新
潟
県
高
等
学
校
弓
道
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
本
年
は
通
常
通
り
の
大
会
日
程
に
て
、

二
十
三
校
か
ら
男
女
合
わ
せ
三
百
五
十

一
名
が
参

加
し
、
日
頃
鍛
錬
し
た
腕
を
競
っ
た
。
な
お
、
十
月
六

日
に
は
第
百
四
回
新
潟
県
奉
納
弓
道
大
会
が
開
催

さ
れ
る
。
高
校
弓
道
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
。

第
五
十
七
回

爾
彦
神
社
奉
納

新
潟
県
高
等
学
校
弓
道
大
会
　
（敬
称
略
）

第

位

ト
ウ
ル
ボ
ル
ド
（海
洋
）

山
本

大
吾
（海
洋
）

内
山

龍
之
介
（海
洋
）

多
田

福
之
助
（海
洋
）

４
一　
　

纂

団
体
男
子

優
　
勝

第
二
位

第
三
位

団
体
女
子

優
　
勝

第
二
位

第
三
位

個
人
男
子

優
　
勝

第
二
位

第
三
位

第
四
位

第
五
位

一働

校
一
般

上
越
総
合
技
術
高
校

Ａ

新
潟
明
訓
高
校

Ａ

新
発
田
南
高
校

Ａ

帝
京
長
岡
高
校

Ｂ

新
津
高
校

Ａ

新
潟
青
陵
高
校

Ａ

笠
原
　
雄
太
（上
越
総
合
技
術
高
校
）

肥
田
野
　
正
也
（新
発
日
高
校
）

大
場
　
智
生
０
一条
高
校
）

大
波
　
心
（新
発
田
南
高
校
）

松
下
　
雅
斗
（上
越
総
合
技
術
高
校
）

吉
田
　
小
雪

（帝
京
長
岡
高
校
）

池
田
　
唯
乃
羽
（新
津
高
校
）

佐
藤
　
葵
衣

（帝
京
長
岡
高
校
）

池
田
　
陽
菜

（上
越
総
合
技
術
高
校
）

長
谷
川
　
綾
郁
（新
津
高
校
）

個
人
女
子

優
　
勝

第
二
位

第
三
位

第
四
位

第
五
位

十 九

月 月

六 人

日 日

□
◆

ゝ化

lttl弥 生 商 店
新潟県弥彦村輛彦神社前
TEL(0256)94-5841
FAX(0256)94-5065
http://yayoi sake‐ ten ip

三
階

和
カ
フ

ェ

一
階
　
和
雑
貨
・
和
小
物
・
お
み
や
げ

経
絶
ミ

ｂ
Ｌ
に
お

輛

彦

神

社

前

電
話
∽
二

一
六
二

東
北
電
力
い
指
定
工
事
店

輛
彦
神
社
御
用

“琳滑一　古同合届帯弔を瓢常回〈不

弥

彦

駅

前

電

話

∽

一
〓
一六
〇
番

初
宮
語
と
婚
礼
記
念

輛
彦

神

社

認

可

や
彬
ぎ
だ
写
真
舘

ｍ

Ⅲ

出

）

電

話

∽

四

一
王

王
番

岬

帥

酎

岬

い
”

×
さ

ア
ル

ヴ

ァ
イ

ス

弥

彦

神

社

前

通

り

電
話

ｏ
要
嗣
五
六
〓
一呑

弥
彦
温
泉

０
つ」
町
９

棚
永
井
自
動
車

電
話

∽
四

一
〇

一

5



第
四
十
九
回

奉
納
新
潟
県
か
る
た
選
手
権
大
会

新
潟
県
か
る
た
協
会
主
催
の
第
四
十
九
回
爾
彦
神
社
奉
納
。新
潟

県
か
る
た
選
手
権
大
会
が
七
月
十
四
日
、
当
神
社
参
集
殿
・斎
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。

本
年
も
昨
年
同
様
に
小
中

学
生
が
多
い
初
級
者
・初
心
者

ク
ラ
ス
を
含
む
全
階
級
に
て
開

催
さ
れ
、
県
内
各
地
よ
り
六
十

七
名
が
参
加
し
、活
気
あ
ふ
れ

る
中
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
各
階
級
の
優
勝
者
は
次
の

通
り
。
（敬
称
略
）

Ａ
級
　
佐
藤

公
亮

（新
潟
市
春
雨
会
）

Ｂ
級
　
水
落

一
衣

（新
潟
大
学
か
る
た
会
）

Ｃ
級
　
長
谷
川

ひ
か
り

（新
潟
大
学
か
る
た
会
）

Ｄ
級

左
居

愛
（三
条
九
重
会
）

Ｅ
級
　
南
波

琴
音

（相
崎
翔
洋
中
等
）

つ

新
潟
市
北
区
　
い
ア
ッ
ンヽ
ュ
ト
ピ
一イ

ガ
タ
　
伏
見
蒲
鉾
仰

東
区
　
棚
Ｋ
＆
Ｓ
　
共
栄
サ
ー
ビ

ス
　
税
理
士
法
人
小
川
会
計
　
新

潟
照
明
技
研
い
　
羽
田
隆
代
士

中
央
区
　
仰
堤
建
築
設
計
事
務

所
　
仰
田
中
石
油
　
∩
愛
和
　
菱

機
工
業
仰
新
潟
支
店
　
聖
嶽
講

伽
メ
イ
ク
ふ
ン
ャ
パ
ン
　
弁
護
士
法
人

青
山
法
律
事
務
所
　
ｎ
小
泉
質
舗

仰
や
ひ
こ
ド
リ
ー
ム
　
大
成
建
設
佛

北
信
越
支
店
　
Ｂ
Ｓ
Ｎ
仰
新
潟
放

送
　
石
政
石
材
棚
　
柳
澤
茂

江
南
区
　
仰
荻
荘
電
機
　
い
タ

カ
ョ
シ
秋
葉
区
　
日
佑
電
子
仰
　
樋
口

鉄
工
建
設
仰

西
区
　
∩
フ
ク
ダ
仮
設
　
棚
オ
リ

エ
ン
タ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
トン
ョ
ン
　
ｎ
東
洋

車
輌
　
魚
某
家
小
針
店
　
い
東
邦

ア
ー
る
ア
ッ
ク
　
エ
東
邦

一

南
区
　
ｎ
大
清
紙
商
店
　
児
玉

表
具
店
　
仲
山
建
築
　
棚
猫
自
動

車
　
ｎ
盈
科
　
ｎ
ツ
ボ
イ
　
ｎ
セ
イ

ズ
西
蒲
区
　
山
田
七
助
板
金
　
Ｊ

Ａ
新
潟
か
が
や
き
農
業
協
同
組
合

ｎ
堀
田
正
房
　
０
正
起
亜
鉛
巧
業

（但
し

一
対
以
上
　
敬
称
略
）

仰
内
山
熔
接
工
業
　
棚
大
澤
材
木

棚
護
国
　
新
潟
興
農
棚
　
仰
グ
ス

キ
ン
西
蒲
原
　
仰
地
野
組
　
い
斎

藤
組
　
明
和
工
業
曲
　
工込
藤
実
記

念
館
実
唱
館
　
大
上
晴
高

燕
市
　
伽
大
谷
製
作
所
　
大
谷
興

産
仰
　
フ
ジ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
ンヽ
ョ
ン
い

さ
ん
し
き
つ
仰
　
伽
米
納
津
屋
　
伽

タ
ニ
カ
ワ
　
向
田
中
栄

一
建
築
設
計

事
務
所
　
仰
ト
ー
ダ
イ
　
的
広
田

鉄
工
所
　
い
川
分
合
成
製
作
所

ｎ
橋
本
工
業
所
　
分
水
運
送
伽

ｎ
ス
ズ
キ
商
店
　
的
武
政
製
作
所

伽
北
川
堂
製
作
所
　
伽
ジ
ー
ワ
ン

遠
藤
商
事
仰
　
仰
Ｔ
Ｋ
Ｇ
コ
ー
ポ
レ

ー
ンヽ
ョ
ン
　
宮
崎
紙
器
工
業
伽
　
あ

い
せ
き
伽
　
吉
田
金
属
工
業
伽
　
ふ

じ
環
境
保
全
仰
　
伽
保
倉
設
備
工

業
　
儡
長
谷
留
印
刷
所
　
高
桑
金

属
伽
　
仰
豊
琺
瑯
　
和
平
フ
レ
イ
ズ

伽
　
伽
ス
ト
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
ズ
　
仰
渡

辺
設
計
事
務
所
　
森
井
紙
器
工
業

仰
　
伽
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
　
伽
青
芳

ｎ
イ
ノ
マ
タ
印
刷
工
芸
　
切
り
文
字

屋
オ
ッ
ケ
イ
仰
　
仰
工
る
ア
ー
ト
リ
マ

ツ
　
伽
ア
ル
チ
ザ
ン
　
宇
佐
美
工
業

伽
　
佐
藤
金
属
興
業
伽

大
谷
統
司
　
井
伊
司
　
田
村
実

6

儡
織牌

ダ
琴，ゥ

触
徹
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一

‐
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》

▼帝

●
奪

ｉ
〓
を
〓

:||||||II

田

燈
籠
神
事

楽
燈
籠
献
燈
者

回
洒

弥
彦
酒
造

（株
）

趣
参
YAHIKO

神
に
ち
か
う

０
で
は
た
せ

交
通
安
全

爾
彦
神
社
交
通
安
全
講

御

菓

子

司

③

三

笠

屋

爾

彦

神

社

前

通

電
話
６
垂
◆
九
四
上
〓

五
七

丞
£
叫
乾

弥
彦
の
奥
湯

祝
青
十

～
山
ュ
の
花
ホ
に
日
立
撫
な
黄
～

電

話

０
一一五
心

似

上

〓

一
四

新
潟
県
／
弥
彦
温
泉

柔
味

脇
用〓
代
蕉

電
話
∽
一
一〇

三
二

な
だ
い
や



深
澤
克
明

三
条
市
　
Ｊ
Ｅ
Ｊ
ア
ろ
ア
ー
ジ
仰

衆
楽
館
　
蜘
真
米
　
ｎ
エ
ム
ケ
ー
テ

ッ
ク
　
棚
加
賀
田
組
三
条
営
業
所

爛
人
幸
　
伽
伊
藤
製
作
所
　
中
山

鉄
工
所
　
仰
小
林
工
具
製
作
所

棚
三
条
新
聞
社
　
安
田
興
作
所

仰
モ
ー
タ
ー
パ
ル
　
加
藤
商
事
伽

帆
ベ
ル
モ
ン
ト
　
仰
ユ
ア
テ
ッ
ク
配
電

テ
ク
ノ
　
新
潟
綜
合
警
備
保
障
伽
県

央
支
社
　
伽
帝
樹
園
庭
正
　
外
山

産
業
儡
　
ンヽ
ー
エ
不
ヤ
マ
ザ
キ
　
ｎ

鈴
文
　
い
コ
ロ
ナ
　
小
柳
建
設
伽

仰
エ
ス
テ
ー
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

大
竹
定
男
　
長
井
洋
三

佐
藤
恵
子

長
岡
市
　
い
大
原
鉄
工
所
　
仰
美

建
工
業
　
愛
輸
商
事
仰
　
仰
鈴
民

精
密
工
業
所
　
一立
正
佼
成
会
寺
泊

教
会
　
医
療
法
人
ム
ア
イ
カ
ル
ビ
ッ
ト

バ
レ
ー
エ
ー
ル
ホ
ー
ム
ク
リ
一ラ
ク
　
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
ビ
ツ
ト
バ
レ
ー
棚
　
仰
エ

ス
・テ
ィ
。フ
ー
ズ

見
附
市
　
一二
藤
都
市
開
発
仰

深
谷
剛
　
増
田
正
利

柏
崎
市
　
∩
宮
原
発
動
機
工
業
所

小
千
谷
市
　
安
達
農
場

五
泉
市
　
小
出
賢

上
越
市
　
ｎ
渡
辺
設
備
工
業
　
ヤ
マ

ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
仰
ジ
ャ
ス
ミ
ー
ハ

ウ
ス
事
業
部
北
城
店

阿
賀
野
市
　
一ボ
教
法
人
神
道
神
心

教
東
北
本
部

十
日
町
市
　
村
山
隆
太
郎

津
南
町
　
山
田
益
実

魚
沼
市
　
∩
田
原
配
管
工
業

妙
高
市
　
ヤ
マ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
ンヽ
ョ
ン

棚
グ
ラ
ン
ハ
ウ
ス
事
業
部
　
ダ
イ
ア
ナ

Ｓ
Ｕ
Ｎ
　
仰
ミ
ヤ
ト
ウ
野
草
研
究
所

胎
内
市
　
サ
ロ
ン
来
楽
　
Ｊ
Ｘ
石
油

開
発
仰
中
条
油
業
所

弥
彦
村
　
伽
羽
入
田
塗
装
店
　
笠

原
プ
レ
ス
エ
業
伽
　
誠
月
堂
　
弥
彦

観
光
索
道
仰
　
弥
彦
酒
造
棚
　
上

泉
講
　
∩
立
川
板
金
工
業
　
大
字

弥
彦
総
代
　
向
ま
る
い
酒
店
　
お
休

み
処
杉
山
　
分
水
堂
菓
子
舗
仰

三
笠
屋
製
菓
　
祥
立
堂
　
西
澤
商

店
　
仰
龍
の
ひ
げ
　
輛
彦
神
社
写

真
組
合
　
岡
田
写
真
館
　
∩
や
な

ぎ
だ
　
お
宿
だ
い
ろ
く
　
割
烹
の
宿

櫻
家
　
割
烹
釜
め
し
弥
彦
　
棚
橋

商
店
　
弥
彦
温
泉
観
光
旅
館
組
合

社
彩
庵
ひ
ら
し
お
　
伽
伊
爾
彦

新
潟
縣
信
用
組
合
弥
彦
支
店
　
ｎ

大
山
鮮
魚
店
　
ｎ
人
子
機
械
店

石
川
ク
リ
ー
一ラ
グ
店
　
栄
電
機
仰

棚
コ
オ
ネ
ツ
　
シ
ュ
ー
プ
リ
ー
ム
ダ
イ

ア
ナ
　
仰
菅
原
組
　
ｎ
渡
辺
工
務

店
　
棚
小
林
建
材
　
棚
清
雅
堂

仰
小
林
組
　
０
ア
イ
メ
ッ
ク
　
僻
マ

ル
ヤ
マ
　
大
門
建
設
仰
　
伽
二
村
建

築
　
ｎ
弥
生
商
店
　
仰
吉
田
屋

伊
藤
商
店
　
旅
館
清
水
屋
　
よ
ろ

ず
や
狩
谷
　
み
ま
す
や
。や
ま
だ

伽
高
倉
電
気
商
会
　
蜘
名
代
家

弥
彦
村
商
工
会
　
伽
河
村
組
　
一二

土
会
　
タ
ク
グ
ラ
ス
　
佛
永
井
自
動

車
　
ｎ
中
村
屋
　
山
本
館
　
∩
オ

フ
ィ
ス
プ
ル
ー
ム
ホ
テ
ル
ヴ
ア
イ
ス
　
四

季
の
宿
み
の
や
　
ｎ
か
め
や
　
（
一

社
）弥
彦
観
光
協
会
　
齊
藤
里
菜

東
京
都
　
伽
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
　
石
油
資

源
開
発
仰
　
日
本
海
洋
石
油
資
源

開
発
棚
　
Ｊ
Ｘ
石
油
開
発
爛
　
日

本
海
洋
掘
削
い
　
東
京
弥
彦
村
人

会
　
ハ
ヽヽヽ
―
ズ
シ
必
ア
ム
棚
　
ｎ
加
賀

建
設
　
棚
衆
楽
　
ｎ
実
測
商
事

海
老
澤
春
子
　
山
田
裕
子

田
中
義
夫
　
伊
吹
有
喜

北
海
道
　
永
昌
漁
業
仰

宮
城
県
　
仰
ア
ー
ツ

山
形
県
　
ｍ
ア
る
ア
ッ
ク
建
築
積
算

Ｈ
上

特

別

大

祈

祷

奉

納

新
潟
市
北
区
　
伏
見
蒲
鉾
仰

中
央
区
　
仰
本
間
組
　
帆
リ
ン
コ

ー
コ
ー
ポ
レ
ー
ンヽ
ョ
ン
　
新
栄
丸

江
南
区
　
平
井
ヽヽヽ
ツ
イ

三
条
市
　
小
柳
建
設
伽

五
泉
市
　
小
出
賢

福
島
県
　
須
藤
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス
ｍ

天
野
徳

栃
木
県
　
ｎ
彩
電
工
芸
　
大
野
晃

茨
城
県
　
塩
原
喜
代
士

群
馬
県
　
蜘
ク
ラ
イ
チ
　
高
梨
翔

長
野
県
　
春
原
千
宏

埼
玉
県
　
伽
田
宮
建
設

武
石
堅
次

千
葉
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仰
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岡
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史
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仰
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イ
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０
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燕
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Ｈ
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ｎ
ｇ
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Ｈ
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ヽヽ
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潟
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仰
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潟
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瓦
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蜘

三
条
市
　
Ｊ
Ｅ
Ｊ
ア
必
ア
ー
ジ
伽

宝
華
長
岡
市
　
解
脱
会
新
潟
教
区

い
美
建
工
業
　
金
子
卓
己

関
日
学
　
渡
邊
崇
憲

見
附
市
　
一二
藤
都
市
開
発
仰

柏
崎
市
　
岡
田
な
な
え

上
越
市
　
い
エ
ム
・ア
イ
・デ
く
ン
ャ
パ

ン
　
爛
メ
デ
ィ
ア
ヮ
ー
ク
ス

藤
原
賢
二
　
山
崎
よ
し
み

阿
賀
野
市
　
渡
邊
敬

弥
彦
村
　
ｎ
渡
辺
工
務
店
　
笠
原

プ
レ
ス
エ
業
伽

東
京
都
　
日
本
マ
ン
ト
ル
・ク
エ
ス
ト

仰
　
片
桐
正
樹

北
海
道
　
い
角
井
佐
藤
呉
服
店

山
形
県
　
武
田
正
志

栃
木
県
　
伽
阿
部

千
葉
県
　
佐
藤
淳

一　
葛
野
タ
ツ
子

神
奈
川
県
　
プ
ラ
チ
ナ
と
き

木
村
あ
け
み
　
原
田
大
左

山
梨
県
　
仰
井
上
工
務
店
　
囲
手

会
国
際
委
員
会

滋
賀
県
　
田
澤
宏
幸

徳
島
県
　
斎
藤
泰
子

福
岡
県
　
玄
米
結
や
・ｌ
Ｔ
Ｏ

叩Ｌ
大
祈
祷
奉
納

新
潟
市
北
区
　
川
瀬
正
平

東
区
　
ひ
だ
ま
り
勉
強
会

畑
岡
周
重

中
央
区
　
棚
本
間
組
石
友
会

学
校
法
人
石
善
学
園
　
足
立
泰
儀

中
里
碧
　
西
村
友
孝

江
南
区
　
芳
賀
博

西
区
　
雪
梁
舎
美
術
館

清
治
さ
や
か

南
区
　
入
澤
製
麺
仰

阿
部
和
成
　
田
邊
聡
子

西
蒲
区
　
ア
ンヽ
ス
ト
イ
イ

ヘ
ル
ス

ケ
ア
仰
　
伽
末
広
製
菓

燕
市
　
フ
ジ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
ンヽ
ョ
ン
仰

み
ん
な
の
み
な
ち
ゃ
ん
先
生
の
お
店

さ
ん
し
事
つ
仰
　
星
ゆ
り
か

和
田
貴
嗣

三
条
市
　
仰

ンヽ
る
ア
ム
エ
ー
不

い
ス

タ
ッ
フ
エ
ー
ス
　
高
橋
建
築

高
橋
徹
哉

長
岡
市
　
栃
尾
荷
頃
地
域
防
犯
交

通
安
全
推
進
委
員
会
　
土目
柳
裕

浅
田
隆
　
佐
藤
由
香

戸
野
倉
照
体
　
西
澤
俊
市

見
附
市
　
高
橋
愛
菜

柏
崎
市
　
一二
井
田
和
彦

小
千
谷
市
　
安
達
農
場

羽
鳥
美
樹

新
発
田
市
　
大
矢
陽
子

糸
魚
川
市
　
原
美
幸

妙
高
市
　
ヤ
マ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
ンヽ
ョ
ン

爛弥
彦
村
　
伽
羽
入
田
塗
装
店

五
十
嵐
敬
吾

田
上
町
　
ジ
ョ
イ
ン
ト
フ
ア
ー
ム
仰

野
中
修

東
京
都
　
小
林
昭
弘
　
藤
塚
紗
良

本
橋
信
隆

山
形
県
　
一二
七
会
　
小
野
慣
弥

福
島
県
　
仰
久
工
業
所

若
松
輝
彦

栃
木
県
　
ｎ
彩
電
工
芸
　
古
山
諒

埼
玉
県
　
佐
久
間
信
光

千
葉
県
　
向
井
智
紀
　
小
川
京
子

神
奈
川
県
　
儡
マ
リ
ン
・ワ
ー
ク
・帯ン
ャ

パ
ン
　
倉
坪
宜
久

石
川
県
　
仰
ア
イ
ワ
ホ
ー
ム

岐
阜
県
　
上
保
大
輔

愛
知
県
　
石
川
貴
規

島
切
窪
講

上
山
崎
伊
夜
日
子
講

浜
新
保
講

外

　

祭

六
月
中

二
十
四
日

弥
彦
村
大
谷
和
彦
宅

新
築
地
鎮
祭

七
月
中一

日

上
越
市
大
平
洋
特
殊

鋳
造
仰
輛
彦
平
成
神

社
例
祭

弥
彦
総
合
文
化
会
館

公
民
館
安
全
祈
願
祭

八
月
中

（六
月
・七
月
・八
月
）

新
潟
市
西
蒲
区岩
室
大
々
講

燕
市
　
　
　
燕
敬
神
講

中
島
敬
神
講

長
久
講

見
附
市

五
泉
市

村
上
市社

頭
往
来

六
月
中三
日

新
潟
県
神
社
庁
西
滞

原
神
社
総
代
会

一
行

新
潟
県
宗
教
者
懇
話

会
総
会

一
行

輛
彦
神
社
氏
子
会

一

行石
川
県
金
剣
宮
奉
賛

会

一
行

大
阪
府
助
松
神
社
井

上
名
誉
宮

司
及
宮

司

一
行

輛
彦
神
社
敬
神
婦
人

会
総
会

一
行

七
月
中
十
四
日

新
潟
県
か
る
た
協
会

一
行
長
岡
市
寺
泊
町
商
工

会
観
光
部
会

一
行

十
七
日

八
月
中九
日

群
馬
県
こ
だ
ま
幼
稚

園
ぴ
の
き
お
＆
プ
レ

ミ
ア
ス
ク
ー
ル
一
外
日

荒
谷

流
師
御
霊
武

道

一
門

一
行

栃
木
県
高

原
山
榊

社

一
行

二
十
五
日

弥
彦
村
齋
藤
翔
宅
家

屋
清
祓

弥
彦
村
マ
ッ
トン
ュ
ル
ー

ム
事
務
所
兼
倉
庫
新

築
地
鎮
祭

十    十
八  七 十 九 六
日  日 日 日 日

十
日

十
日

八
日

十
六
日

出
仕
　
須
貝
　
日
和

願
い
に
よ
り
職
を
免
ず

（八
月
十
五
日
付
）

令
和
六
年
十
月

一
日
　
発
行

〒
九
五
九
―
〇
三
九
二

新
潟
県
西
蒲
原
郡
弥
彦
村
弥
彦

爾
彦
神
社
社
務
所

電
　
話
（〇
二
五
六
）九
四
十
二
〇
〇

一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（〇
二
五
六
）九
四
十
四
五
五
二

印
刷
所
　
株
式
会
社
タ
カ
ヨ
ン

大
々
神
楽
講
参
拝

辞

令


